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はじめに
遠藤周作は、芥川賞受賞作「白い人」
（1
（
や、代表作「沈黙」
（2
（
な
どのキリスト教的主題を扱った作品を数多く残している。ゆえに、これまでの遠藤研究では、作中とキリスト教とを関連付けて読む傾向が見られ、作品の様々なモチーフ 取り上げそれらがキリスト教にまつわる表現であることを指摘した論文は数知れない。しばしば「 作家」と称される遠藤の作品を、「キリスト教文学」として見た研究は大きな成果を上げているといえる。
一方で、キリスト教的主題が鮮明にあらわれない作品群のな
かには、ほとんど日の目を見ず 十分な評価が為されてい いものが多分にある。本稿で論じる「砂の城」も、そうした作品
群の一つだろう。武田友寿は『砂の城』 （新潮社）の「解説
」
（3
（
で次のように述べている。
遠藤氏は硬小説（ 『沈黙』などの純文学）で鮮明にキリスト教信仰を示すが、軽小説ではそのような主題はほとんどあらわれてこない。これは 砂の城』についてもいえることで、おそらく の小説を読んで、カトリック作家と評されている遠藤氏のイメージをもつことはないだろう。
（4
（
ここで武田が指摘するように、 「砂の城」にはキリスト教的
主題がほとんど見られない。そのためか、これまでの遠藤研究では「砂の城」はほとんど注目を集めておらず、管見の限りではあるが、先行研究もごくわずかである。
遠藤周作「砂の城」論
―リルケ「ドゥイノの悲歌」との関わりを中心に―
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野
　　　
楓
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本稿は、 「砂の城」とライナー・マリア・リルケ作「ドゥイ
ノの悲歌」との関連を指摘し、 「砂の城」が内包する主題を明らかにするものである。後述するが、学生時代にリルケ作品と出会った遠藤は、その後も長年にわたってリルケ作品を重要視していた。なかでも「ドゥイノの悲歌」は遠藤の作品形成に大きな影響を与え 作品であり、遠藤が「ドゥイノの悲歌」から見出し心打たれ 〈自己犠牲の美しさ〉は 砂の城」 主題につながるものである。遠藤研究において、これまで「ドゥイノの悲歌」 と作品との関連はあまり論じられることがなかったが、本稿では遠藤の「ドゥイノの悲歌」受容の様相に注目し、イノの悲歌」が遠藤のなかで重要な位置を占める作品であることを指摘する。そして、 「砂の城」と「ドゥイノ 悲歌」と関わり 明らかにするなかで見えてくる、本作の主題に迫る。
第一章
　「砂の城」成立過程と先行研究
「砂の城」は、雑誌『主婦の友
』
（5
（
に、一九七五年八月から翌
年七月まで連載された長編小説であ 各回のタイトルと連載号は次の通り ある。
第一回
　
生きること（一）
　
一九七五年八月号
第二回
　
生きること（続）
　
一九七五年九月号
 
　
※収録時、 「生きること（二） 」に変更。
第三回
　
出あい（一）
　
一九七五年一〇月号
第四回
　
出あい（二）
　
一九七五年一一月号
第五回
　
水谷トシの手記
　
一九七五年一二月号
第六回
　
人生の決意
　
一九七六年一月号
第七回
　
美しい場所
　
一九七六年二月号
第八回
　
トシの場合
　
一九七六年三月号
第九回
　
巴里にて
　
一九七六年四月号
第一〇回
　
発覚
　
一九七六年五月号
第一一回
　
二人の女
　
一九七六年六月号
最終回
　
赤い血
　
一九七六年七月号
　
 
※収録時、 「長い一日」 「赤い血」に章分け。
また、 「砂の城」は次の二冊に収録されている。
①『砂の城』 （主婦の友社） 九七六年九月②『砂の城』 （新潮社）一九七九年一二月 
　
※①を底本としている。
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本作は 『遠藤周作文学全集』 （新潮社）
（6
（
には未収録であるため、
本稿では②をテキストとして用いる。また、考察の便宜上、引用箇所には論者による傍線を付すことがある。
なお、初出から①、②にかけて本文異同が確認できるが、初
出から①にかけて 方言の訂正が、①から②にかけては誤字や脱字の訂正が主であるため、 特に注目すべきものではなかった。したがって本文異同については 本稿では取り扱わない。
さて、 「砂の城」は次のような話である。一六歳の誕生日を迎えた早良泰子は、彼女が幼い頃に他界し
た母からの手紙を父に渡される。そこには第二次世界大戦下、恩智勝之との交流に青春を懸け、死の翳 脅かされながらもひたむきに「美しいもの」を心につなぎとめようとした母の姿書かれていた。心打たれた泰子は、恩智と母が「美しいもの」を求めて通っていた静かな渓流に足を運び、自分もまた「美しいもの」を求めるようになる。
大学生となった泰子は、 大学の行事で西宗弘と出会う。泰子、
西、そして泰子の親友水谷トシの三人は青春の日々を過ごしていたが しばらくして西は何も告げずに泰子 前から姿を消し、トシは星野恒夫との交際にのめり込み堕落 ていく。
やがて故郷である長崎を離れスチュワーデスとなった泰子
は、巴里で恩智と邂逅する。そして、悲惨な青春を送った彼が未だ独身で、印度の国際救癩施設に勤めていることを知る。その矢先、泰子のもとに、神戸の銀行で働くトシが星野のために銀行 金を横領し、刑務所に送られたというニュースが飛び込む。追い討ち かけるように、西が過激派グループに加わったのちにハイジャックを犯 射殺される場面を目撃する。 「美しいもの」とは何である を問うた泰子を、恩智は自らが勤務する国際救癩施設へと案内する。　「砂の城」の先行研究で主なものは次の四つである。第一に、先に挙げた武田の「解説」がある。これは 『砂 城』 （新潮社）に寄せられたもので、本作の結論に言及している。第二 、青柳達雄の「遠藤周作『砂 城』 『深 河』重箱帖
」
（7
（
があるが、
主に本作 おける矛盾点やミスを指摘したもので 内容分析は重きを置いていないため本稿では取り上げない。第三に、神谷光信の「ポストコロニアル的視座より見た遠藤周作文学の研究
： 村松剛・辻邦生との比較において明らかにされた、異文化
受容と対決の諸相」
（8
（
がある。 神谷は作中に描かれる島原の乱や、
西のハイジャックを犯すに至る思想形成の軌跡に視点 当て、パレスチナ解放闘争との関わりを指摘し本作の主題に迫っている。第四に、佐藤まどかの「遠藤周 『砂の城』論―自叙伝と
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しての読解―」
（9
（
がある。これは、遠藤の日記やゆかりの地等と
本作との関連を分析し、本作の「自叙伝的側面」を指摘した論文である。佐藤は西のモデルの一人として三島由紀夫 挙げているが、 稿でも三島と本作との関連を指摘している。しかし本稿では、 佐藤のように三島そのも を西のモデルとは捉えず、一九七〇年代を生きた三島を含む若者たちの生き様の 〈美しさ〉が本作で成す意味 考察 いるため、佐藤の論旨とは重ならない。
さて、 「砂の城」の結論について、武田はこのように述べて
いる。
この会話に私たちは『砂の城』の結論を読みとるにちがいない。もちろん、それ 正しい。だが私は、そこにもうひとつのことを読みとり い。それは賢い女・泰子がトシの愚かさを肯定しうるまでに賢くなって ることだ。
（（1
（
ここで述べられている「砂の城」の結論に対し、神谷は次の
ように述べている。
　　
武田が泰子とトシを「賢い女」対「愚かな女」という小さな構図に閉じこめてしまって るのは遺憾である。これでは国際救癩施設を自らの生き方に定めた恩智や、国際的テロ組織の一員として命を懸けている西の、性差を越えた、人間として 気高い生き方という根本的な主題が消えてなくなってしまうからである。
（（
（
神谷が指摘するように、武田の考察は「泰子」と「トシ」の
物語のみに焦点を当て、恩智や西の生き方には触れていないため、 「砂の城」の結論とするには不十分であろう。また、神谷はこの点には言及していないが 本稿では、武田が本作について「泰子がトシの愚かさを肯定し」た作品だと述べている点も疑問を呈したい。というのは、 泰子はトシの姿を目にして 「愚かであっ もいい」とそ 考えを改めたわけではなく、トシや西、そして恩智の姿に〈 「美しいもの」 求めようと必死にきた姿〉を認めたと考えられるからである。そこで本稿で 、自らを犠牲にして「美しいも 」を求める姿、そしてそれを認める泰子の姿にこそ、 「砂 城」の主題があると主張したい。
本稿で主張するこの「砂の城」の主題については、 「ドゥイ
ノの悲歌」との関わりを踏まえて後に詳述す が、これ 鑑み
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ると次に示す神谷の言説には疑問が残る。神谷は、西が恩智の「分身」であることを指摘したうえで、次のように述べている。
公金横領者トシと、ハイジャック犯西を、作者は「懸命な生き方」 「必死な生き方」をした人物として 敢えて同列に扱っているように見える。だが、西の行為の動機が、恩智と同じく「弱か者」への人道的共感に基づいているのに対して、トシのそれが個人的 愛欲と、泰子へ 女性としての 抗意識に基づいている点は見過してはならない。トシの破滅的な生き方が、本当に美しいもの 善いものを求める生き方であったのか、それとも単なる個人的な自己満足なのか、作者は読者に問いを投げかけてい 。
（（1
（
確かに西や恩智は、弱者に対する「人道的共感」に基づき、
かたや世の中を変えようとハイジャックを犯し、かたやハンゼン氏病患者のため自らの身を捧げた。しかしながら それがトシとは違い「個人的な」も でないと、どうしていえよう。ハイジャック犯となった西と機内で邂逅した泰子は、トシ 星野に身を捧げて銀行の金を横領したことを話 、 「悲 か」 と呟く。
「だって……あの長崎で一緒だった皆が今は一人、一人、別々の方向に歩いとるとでしょ。トシはあげん風になるし……
　
そして西さんは……
　
わたし、西さんのこと、わか
らんようになった」 ［長い一日］ （泰子）
（（1
（
　
この泰子の言葉に対して、西は「みんな、自分の情熱で生き
るとね、仕方のなか」と答えるのだ。西のこの言葉から、彼があくまでも「自分 情熱 に従い行動したことがわかる。また、彼はトシの生き にも情熱があったことを認めてい のである。
西の言葉を借りれば、人は皆、それぞれの情熱で生きるので
あるから、 その情熱は千差万別である。しかし、 本作はその〈違い〉に焦点を当てているわけではない。西やトシが求めたものは、 それが「人道的共感」に基づくものにしろ、 「個人的な愛欲」に基づくもの しろ、世間と う波に崩される砂の城のように脆いものであった。それは 的に見れば汚れた犯罪であっても、彼等 とっては「美 いもの」だったの ある。崩されるとはわかっていても彼らは情熱を持っ 自分の身を捧げ、 「美しいもの」を求め続けた。
先述の通り、本稿では、自らを犠牲にして「美しいもの」を
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求める西やトシの姿、そしてそれを認める泰子の姿にこそ、本作の主題があると考える。これは、次章より論じていく「ドゥイノの悲歌」との関わりを踏まえることで、 明確に浮かび上がる主題である。
第二章
　「砂の城」と「ドゥイノの悲歌」
（一）遠藤周作と「ドゥイノの悲歌」
「砂の城」と「ドゥイノの悲歌」との関わりを論じる前に、本章ではまず、遠藤が「ドゥ をどのように受容したかを確認したい。「ドゥイノの悲歌」は、一九二二年にドイツの詩人ライナー・マリア・リルケが完成させた連作詩である。 「第一の悲歌」から「第十の悲歌
」
（（1
（
までの一〇篇からなるこの悲歌は、 「はかな
い人間存在の意味と使命を問い続け、これに肯定的結論を打出そうとする詩人 力闘の跡」
（（1
（
を描いたものであり、完成までに
約一〇年もの歳月を要し リルケ畢生の大作である。
遠藤がリルケを意識したのは、学生時代であった。友人松井
慶訓の影響でリルケを読み始めた遠藤は、リルケに傾倒していた堀辰雄との出会いから更にその魅力に惹きつけられていった
と考えられる。 一九四七年、 遠藤が二四歳の時に、 処女評論 「神々と神 」
（（1
（
が雑誌『四季』に掲載されたが、これについて若松英
輔は『生きる哲学』
（（1
（
のなかで、次のように述べている。
若き遠藤が、師である哲学者吉満義彦（一九〇四～一九四五）の紹介 堀辰雄に会い、その縁で堀の親友である神西清とつな り、 文壇的処女作「神々と神と」を書く。そこで遠藤が最初に語 始めたのはリルケであり、 『ドゥイノの悲歌』だった。
遠藤は処女評論「神々と神と」 （一九四七年）のなかで、 「ドゥ
イノの悲歌」 から自身が何を見出したかを中心に論を展開した。次に示す は「神々と神と」 （一九四七年）の一節である。
僕がこんな身の程知らぬ悲歌の繰り言を申し上げたのは、悲歌そのものではなく（悲歌や、リルケについては貴方こそお話し下さい） 、この悲歌から僕が見出した二つの事、一つは、
かなしい人間の決意と勇
ヒロイズム
気とであり、他の一つは、
存在の秩序について書きたかったか で御座います。
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「神々と神と」 （一九四七年）の中で、遠藤は「ドゥイノの悲歌」から「悲しい人間の決意と勇
ヒロイズム
気」を見出したと語る。そし
て、遠藤にとっての「ヒロイズム」とは、どのようなものであるかが語られる。
このヒロイズムは大同小異では御座いますが、苦しい近代の人間 実存悲劇から脱出しようとする人たち 様々の形で僕たちに教えてくれたうつく い光だと思 。実際僕には、このリルケの地上の讃歌もハイデッガーの決意もニイチェの超人もその背後に人間のヒロイズム（酬われる事を欲しない） 、神 も酬われるのを拒む人間の無償の犠牲に対する憬れ
が赫いている如く思われます。 （中略）
僕
たち一九四五年の青年にして、この純粋な孤高な姿に心たれないものがありましょうか。
遠藤にとっての「ヒロイズム」とは、 「人間の無償の犠牲に
対する憬れ」であり、 「苦しい近代の人間の実存悲劇から脱出しようとする人たち」が遠藤に教えた「うつくしい光」であった。そして、終戦直後を生きる青年だからこそ、 「ドゥイノの悲歌」に描かれるヒロイズムに心打たれるのだと遠藤は語って
いる。つまり、遠藤は「ドゥイノの悲歌」から〈自己犠牲の美しさ〉を見出し、心打たれたのであった。
さて、 「神々と神と」 （一九四七年）は「砂の城」が完成す
る、およそ三〇年前に書かれたものである。では、なぜ遠藤は、三〇年も前に出会った「ドゥイノの悲歌」とのつながりを持つモチーフを「砂の城」に登場させたのであろうか。そ 理由は、「砂の城」成立時の時代性にあると考えられる。（二） 当時の時代性と「ドゥイノの悲歌」「砂の城」成立時の一九七〇年代は、作中にも登場するが、ハイジャックや愛人絡みの公金横領などが横行した時代であった。作中の二つの事件の デルについてはいくつかの先行研究があるが、本稿ではモデルとなった事件の特定を重要視せず、当時の時代性に注目したい。七〇年代は、六〇年代後半にピークを迎えた学生運動等の社
会運動が次第に衰えるなかで、社会の動きから疎外され取り残された一部の者たちがより過激化したことにより、ハイジャックなどのテロ事件が引き起こされるようになった時代である。六〇年代は高度経済成長の時代でありながらも、戦争の記憶がまざまざと残る時代であった。しかし 七〇年代に入る 、経
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済の発展とともに人々の間から徐々に戦争の記憶が薄れていく。七〇年代は、そうした社会の動きのなかで、命懸けで理想を追い求め、信念を守ろ とした若者たち 時代 もあった。そして、こうした時 性のもと、遠藤が強い衝撃を受けた「三島由紀夫自刃事件
」
（（1
（
（以降、三島事件）が起きる。遠藤は当時
の新聞にこのような言説を残している。
ぼう然として、言葉もない。初めから決心されて出かけられたのか。 （中略）日ごろ、三島さんが話したり、書いたりしていること 、この最期はまったく一致している。割腹自殺という死に方は まさに三島美学に殉じたものといえる。社会的には批判もあろう。しかし の思想と行動は、最後の一点で完全に結びついた。
壮烈であり、
清潔である。
（（1
（
他の知識人や関係者たちが、狂気だ、理解しがたいとの言葉
を寄せ、世の行く末を案じているなかで、遠藤は三島の自殺を「美学に殉じたもの」であるとした。その思想と行動に対して、「壮烈であり、清潔である」と述べるなど、むしろ肯定しているかのようでもある。社会からどのような眼を向けられても、
三島が彼なりの「美学」を貫き通したことに、遠藤は理解を示したのだ。さらに、遠藤は聖心女子大学でゼミを開講していたが、受講生であった玉置晶子 、三島事件直後の遠藤を振り返りこのように語っている。
その表情はいつもにも増して厳しいもので、学生の誰もが遠藤先生を凝視したほどだった。 （中略） 「今日の三島さんの事件について、今後は様々な批評家たちが色々と論述すると思われるが、このゼミを受講している君たちは、決してどのような批評にも耳を傾けてはいけな 」そして、やおら黒板に向かうや、
「視→詩→死」
という三文字を大き
く書き、 誰 語るともないといった口調で説明をはじめ 。「本当の事というのは、本人しか、否、本人でさえ計り知れないことなのです」
（11
（
遠藤は、今後世間から飛び交うであろう様々な憶測と対立す
るように、学生が三島事件についての批評に耳を傾けることを制止した。また、このときに、 「視→詩→死」という言葉を紹介してい が、これは奇しくもリルケ「マルテの手記」にある「詩人は如何にして見る事を学ぶか」
（1
（
に由来する言葉であった。
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遠藤がこの言葉を紹介した真意はわからないが、彼は三島事件にリルケの言葉を思い出したのである。
遠藤は三島の姿に彼なりの「美学」を認め、彼の生き方を肯
定し、擁護する姿勢を取った。それは三島事件のみならず、自己犠牲を払ってまで理想 追 すべての若者たちに注がれる眼差しであっただろう。
七〇年代はこのように、身を捧げて罪を犯し、命懸けで理想
を追った若者たちが生きた時代であった。そのさなかに完成されたのが「砂の城」 る。おそらく遠藤は、三島 含め七〇年代 若者 ちの姿に、かつて自分が「ドゥイノ 悲歌」から見出し ものと同じ〈自己犠牲の美しさ〉を見出し のであろう。自己犠牲 払 てまで理想を
追い求めた若者たちと
「ドゥイノの悲歌」におけるモチーフとを融合させ、作品に昇華したものが「砂の城」であ と考えられ
さて、遠藤が「ドゥイノの悲歌」に〈自己犠牲の美しさ〉
を認めてから「砂 城」を完成させるまでには約三〇年もの年数の開きがあると述べたが、ここで一九六八年 読売新聞に掲載された遠藤の言説を紹介する
一週間かかって二十枚ほどのエッセイを書いた。 『神々と
神と』という題で、後に私の小説でも中心のテーマとなったものの最初の石であった。
（11
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この言説から、 「ドゥイノの悲歌」から見出したことを中心
として書かれた「神々と神と」 （一九四七年）は、発表後も長年遠藤の中で重要な位置を占めていたことがわかる。遠藤の作品形成に大きな影響を与え続けた「ドゥイノの悲歌」は、 「砂の城」執筆当時も色褪せることなく遠藤の心に残っていたことが推測できよう。
これまで述べた遠藤と「ドゥイノの悲歌」との関わりを踏ま
え、 次節より「砂の城」と「ドゥイノの悲歌」に共通するモチーフを挙げ、 「砂 には「ドゥイノの悲歌」につながる描写が認められることを指摘したい。
なお、本稿で示す「ドゥイノの悲歌」の日本語訳はすべて、
富士川英郎訳の『世界詩人全集
13　
リルケ詩集』
（11
（
からの引用で
ある。富士川は遠藤の旧蔵資料
（11
（
である『リルケ詩集』
（11
（
の訳者だ
が、この『リルケ詩集』には「ドゥイノの悲歌」が含まれていない。遠藤 旧蔵資料にはリルケに関する研究書やリルケ作品の訳書がいくつか所 されているが 「ドゥイノの の全文を含んだものは、管見の限り確認できなかった。
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では、 遠藤は 「ドゥイノの悲歌」 をどのようにして読んだのか。
次に示す「神々と神と」 （一九四七年）の記述から、 遠藤が「ドゥイノの悲歌」を自身で翻訳していたことが推察される。
この頃もねむるまえ、ベッドの中で僕は二人の詩人の内一人の、 『ドイノの悲歌』を開いてみる事が御座います。
不
馴れな、まずしい僕 独逸語の知識がこの長い悲歌の一頁を読むのに どんなに苦労するかお察しください。高い頂を昇る旅人 ように、僕は手探りたどるのです。
おそらく遠藤は旧蔵資料にある研究書などをもとに、 「ドゥ
イノの悲歌」に自身の解釈を加え、 「神々と神と」 （一九四七年）を執筆したのであろう。 ただ、 遠藤自身による 「ドゥイノの悲歌」の訳解で、現在確認できるも はごくわずかである。そこで本稿では、遠藤が「ドゥイノの悲歌」について触れてい 「神々と神と」 （一九四七年）と「堀辰雄論覚書
」
（11
（
の二作に加え、富
士川のものを じめとした複数の註釈をもと 「ドゥイノの悲歌」を取り上げ、 「砂の城」と 関わりを探ってい 。
（三）共通するモチーフ
「砂の城」と「ドゥイノの悲歌」には、 共通するモチーフ〈樹〉が描かれる。本節では、 二作品における〈樹〉が、 どちらも〈追憶のモチーフ〉 として描き出されていることに注目し 「砂の城」には「ドゥイノの悲歌」につながる描写があることを指摘する。「砂の城」には、 二種類の〈樹〉が象徴的に描かれる。第一に、故郷長崎 ある坂道の楠、そして第二に、ハイジャックされた飛行機が停留する空港にある大木である。まずは、坂道の楠について作中での描かれ方を確認する。こ
の楠は作中に幾度となく登場するが、そのほとんどは泰子とトシが故郷長崎を思い出すときに登場する。次に引用するのは、スチュワーデスの試験を受けるために東京を訪れた泰子が、東京の喧騒に疲れて 崎を思い出す場面である。
泰子は長崎・鵠台寺あたりのひっそりと静まりかえった坂道を思いだしていた。楠の翳が路にくっきりと黒く落ちているだけで人一人、 歩いていない静かな坂道。 ［美しい場所］（泰子）
ここでは、長崎の思い出の象徴として、坂道に立つ楠を追憶
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する泰子の様子が描かれている。また、次に示すのは、泰子が東京で試験を受けた帰りに、神戸に住むトシのもとを訪れる場面である。泰子は、星野とともに貧しい生活を送るトシの身を案じ、故郷に戻るよう説得する。
「ここには
楠もなかよ、お寺もなかよ。嫌だなあトシ。故
郷に戻らんとね」と泰子が言ったが、本当に私だって戻れるものなら、あの長崎や自分の町に戻りたい。 （中略）
楠が大きな影をおとし、
お坊さんが一人、 あるいている坂道。それもないのだもの。［トシの場合］ （トシ）
トシに故郷を思い出させるため、泰子は長崎に立つ楠のこと
を口にする。そして、トシも泰子の言葉を受けて楠を追憶していることがわかる。また 次に示すのは、 ハイジャック犯となった西が、泰子との青春の思い出の一つである英語劇の台詞を暗誦する場面である。これを聞い 泰子が、涙ながらに長崎の楠を思い出す様子に注目したい。
西は泰子も暗誦した台詞の一つを、 つまりながら口にした。
それを聞いていると泰子は思わず泪がこぼれそうになった。すべてのものをその空の碧さで染めてしまうようだた夏休み。風に葉音をたてていた古い寺町の楠。その夏の思い出は今は心を傷つける……［長い一日］ （泰子）
ここでは、楠を夏の思い出の象徴として追憶し、長崎でトシ
や西と過ごした青春の日々を思い出す泰子の姿が描かれる。
これらの引用から 泰子とトシが長崎を思い出す際、それと
同時に楠を追憶している姿が認められる。先述したが、楠は二人が長崎 いた頃はほとんど描かれておらず、二人が長崎を追憶する場面に集中していることにも留意したい。
次に、 「砂の城」に描かれるもうひとつの樹、空港 大木の
作中での描かれ方を確認する。これから引用するのは、空港で西が射殺される場面を目撃して倒れた泰子が、一夜明けて再び空港を訪れる場面である。空港には、ハイジャックされた飛行機から泰子 眺めつづけていた大木があった。
強い陽ざしに照りつけられた滑走路にはもう何の痕跡も残ってはいない。すべてが乾き、 すべてが消え去っていた。しかし、
その地点が、昨日の出来事の場所であることは、
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そこから大きな木が見えることではっきりとわかる。まる二日、客もスチュワーデスも閉じこめられた機内から、あの木をずっと眺めて送ったのだ。朝陽にそまり、昼の陽ざしに枝をのばし、夕暮、その枝にたくさんの烏がとまっていたこの大 泰子は生涯 忘れないだろう。 ［赤い血］ （泰子）
この描写から、ハイジャックされた飛行機から繰り返し眺め
ていた大木が、西が射殺されたという記憶を呼び覚ましていることがわかる。また大木を通して、泰子がこれからも西の死を追憶するであろうことが推測される。
これら、作中に描かれる二本の樹「坂道の楠」 「空港の大木」
に関する引用から、二つが〈追憶のモチーフ〉として描かれているといえ 。
では、ここから「ドゥイノの悲歌」における〈樹〉の描写
を確認していく。次に示すのは、 「第一の悲歌」の引用である。
おそらく私たちに残されているのは私たちが日々くりかえして見るようにと
　
斜面に聳えてい
る
或る一本の樹
　
きのうの街道
または甘やかされた忠実な習慣習慣は私たちのところが気に入って
　
いつまでも立ち去ら
ずに
　
とどまっていたのだ
手塚はこの箇所について「人間が日常の生活において、行き
ずりに見るともなく見る樹とか道（中略）これらなら、われらから離れぬが、むろん、いずれもはかないたよりにならぬものである
」
（11
（
と註釈している。つまりここでは、 〈樹〉が、日々く
りかえして見ることで私たちのもとに残り離れ ものとして描かれていることがわかる。また、 富士川はこの箇所について、「かういふ人間に残されたものと言へば、僅かに日々われわれの眼にふれる丘の木とか、われわれの記憶のうちにある昨日の街ママ
とか、或はわれわれの日常の習慣などにすぎぬのであらう
」（11
（
と註釈している。ここでも、 日々私たちの眼にふれる〈樹〉が、街道や習慣と同じく唯一人間に残されているもの して描かれているこ がわかる。
　　
さらに重要なことは、遠藤が「堀辰雄覚書」 なかで、堀
作品における「白樺」が〈追憶のモチーフ〉 して描かれていることに注目し、リルケの影響を指摘している点である。
411
『美しい村』から『風立ちぬ』或いは『菜穂子』の中で
同
じ場所同じ風景が追憶され、 繰りかえされている。 （例えば、白樺の 面（中略）リルケその人もこの追憶の意義を重視した。 （例えばアンロースはそのリルケ論でリルケの反覆追憶を力説している）
（11
（
ここで遠藤は、リルケが「追憶の意義を重視した」ことにも
言及しているが、先に引用した註釈をもとに考察すると「第一の悲歌」におけ 〈樹〉もまた〈追憶のモチーフ〉として描かれていることがわか 。
以上のことから、 「砂の城」に描かれる二種類 樹と、 「ドゥ
イノの悲歌」に描かれる樹は、いずれも〈追憶のモチーフ〉として描かれている点で共通していると考えられる。
第三章
　
泰子とトシ
（一） 「満たされた女」と「捨てられた女」
〈樹〉以外にも、 「砂の城」には「ドゥイノの悲歌」につながるモチーフが登場する。それは、泰子とトシの姿である。そこで、まずは作中の二人の女と、 「ドゥイノの悲歌」におけ 女
性たちの姿とを比較検討する。
はじめに、泰子とトシの人物像を整理する。泰子は、容姿端
麗で先生や先輩から可愛がられる優等生である。加えて、彼女の実家は町で一番の電気屋であり、使用人の「婆や」まで雇っていることから、裕福な育ちであることが想像できる。このように容姿、頭脳 金銭面に至るま 、彼女は間違いなく〈恵まれた存在〉として作中に描かれている。一方、トシはそのような泰子に対してコンプレックスを抱き続けていた。それは、「私は彼女にコンプレックスを持ちつづけていた。顔だちでも、頭の良さでも は私よりずっと優れている」や、 「泰子の道はいつも陽があかるく、空が晴れわたっていて、まる の島原の海ぞい ように思える。 それなのに私の路は汚水にぬれたもの悲しい裏通りなのだ」といったトシの言葉からもよくわかる。 〈恵まれた存在〉で る と、 〈恵まれない存在〉であトシ。この二人の女は、対照的 人物とし 描かれ おり それぞれの人生は作中でもトシによって「交わることのない二つの平行線」と表現されている。
しかし、星野と出会ったことを契機に、トシの考えは変化し
ていく。次に示すのは、トシが、短大を中退し星野 ともに神戸に行くことを泰子に打ち明ける場面である。
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学校を捨てても彼と神戸に行くという空想は私をかえって楽しくさせていた。 （中略）
それはまるで彼に対する情熱
の烈しさのように思われたのだ。（泰子。あなたは賢いばってん、私みたいな真似ばできんとでしょ）私は彼女にそう言ってやりたかった。中学の時から私よりよく勉強が き、本も読み、何でも一歩、先にいた泰子に勝てるとしたら、 れはこのことだった。 ［水谷トシの手記］（トシ）
ここでは、星野に対する情熱だけは、 「何でも一歩、先にい
た泰子」に「勝てる」と考えているトシの様子が描かれている。これまで泰子 コンプレックスを抱き続けてきたトシは、星野を愛するよろこびを知り、泰子に優越感を覚えるようになるのである。そしてこの優越感は 星野に身を捧げれば捧げるほど肥大していく。次に示すのは、トシが星野と小西（星野に金を貸している男）から公金横領を頼まれたあとの描写であ 。
眼を大きく開き坂をすべり落ちていく二つの石を思い浮かべた。一つの石は星野さんで、もう一つは私だった。二つ
の石は同じ坂をすべり落ちながら、底知れぬ谷の底に落下していく。人を愛するということは、そんなことのような気がする。泰子にはそのような愛は生涯わからないだろう。あの子はいつも優等生だったから。 ［トシの場合］ （トシ）
この描写から、泰子よりも自分の方が愛を理解していると考
えるトシの様子がわかる。そして注目すべき点は、点線部にあるように、トシが自己犠牲を払い堕落していくような愛を「谷の底に落下していく」ようなことだと表現 るところである。水谷トシ、という名前にも谷の一字が使用されているが、トシは愛 ために堕落していく自らの運命に対し、度々「谷底に落下す 」という表現を用いている。
ここで、トシの「谷底に落下する」ような愛を描いた、もう
ひとつの場面を紹介した 。星野と小西の要求を呑み、初め公金を横領したあと、トシは星野と小西から新たな横領の話を持ち掛けられる。葛藤す に、 突然星野は別れを切り出す。「弱か男やけん、お前にいつも辛か思いばかりさせとる」 「別れた方がお前のためかもしれん」と、トシを思いやるよ な言葉を涙ながらに並べ立てる星野 対し、彼女はその言葉 信じき
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れずにいる。しかし、彼女は次のように続けるのである。
だまされてもいい。だまされて捨てられてもいいと、この時、 私ははっきり決心した。 （中略） 坂道を転がる二つの石。石は底知れぬ真暗な谷底に落ちていく。
泰子にはおそらく、
こんな愛情は理解でき いだろう。 ［トシの場合］ （トシ）
トシの「だまされて捨てられてもいい」という言葉から、彼
女が星野からの見返りを求めていない様子が認められる。たとえ星野から愛情が返ってこないとしても、トシは星野を愛し抜く決心を固めるのである。そして、ここでトシは再び、自分が星野に与 ている愛を「谷底に落ちていく」ような愛と表現し、このような愛を泰子は理解 きないだろうと述べている。
このあと、小西が詐欺罪で警察に逮捕 たことからトシの
犯行が表沙汰になり、彼 は に捨てられ、ひとり拘置所に送られることになる。次に引用するのは、泰子が拘置所にいるトシのもとを訪れた後、トシの様子を思い返す場面である。
死ぬとわかりながら炎のなかに飛びこんでいく蛾。産卵のために激流を逆のぼり、卵をうんだあと、力を使い果して
息たえる魚。トシはそれに似ていた。そのような生き方は泰子にはとても、できなかった。（女として倖せだもん）とトシは言った。 ［二人の女］ （泰子）
ここでトシは、星野のために銀行の金を横領した挙句彼に捨
てられながらも、 自分は「女として倖せ」であると語っている。それは世間一般に掲げられる幸福とは程遠いもの ろうが、ここでは、自己犠牲を払ってまで愛を貫き通したことに幸福を見出しているトシの姿が描かれる。
これまでに挙げた泰子とトシの人物像は、以下の三点にまと
められる。第一に、泰子とトシ 、 〈恵まれた存在〉と〈恵まれない存在〉 という対照的な人物として描かれている点である。第二に、トシが自分の情熱や愛が泰子に勝っていると考えている点である。そして第三に、トシが、自己犠牲を払 堕落していくような愛を 「谷底に落ち く」よう 愛と表現している点であ 。併せて、トシが星野からの見返りを求めていない点にも留意しておきたい。
そして、これらの人物像には、 「ドゥイノの悲歌」に描かれ
る女たちの姿との関連が認めら る。まずは、 「第一の悲歌」
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に描かれる二つの対照的な女たち「満たされた女たち」と「捨てられた女たち」と 関連を見ていきたい。次に示すのは「第一の悲歌」の一節である。　　
けれども
　
もしも憧れに堪えぬなら
　
お前は愛する女たち
を歌うがいい
　
彼女たちの
　　
讃えられた感情は
　
まだ決して十分に不滅なものとなって
はいないのだ
　　
あの――お前はほとんど妬ましくさえ思うだろう――捨てられた女たち。
　　
満たさ よりも
　　
はるかに多くの愛を持っている お前が認めたあの女たち。
「第一の悲歌」における「捨てられた女たち」は、 「満たされた女たち」よりもはるかに多くの愛を持つものとして描かれている。引用からもわかるとおり、 「捨てられた女たち」は「愛する女たち」とも表現されているが、こ 「愛する について富士川は「男にすてら ながら、その熱情が相手を乗り超えて、無限の彼方へ向って拡大し くような愛に生き
たち
」
（11
（
と註釈している。富岡近雄は『新訳リルケ詩集』 （郁文
堂）
（1
（
の中で、リルケが詩作の初期から「愛する女たち」に深い
関心を示していたことを指摘しているが、 「捨てられた女たち」をはじめとする「愛する女たち」のモチーフは「ドゥイノの悲歌」の至る所で描写されており、 「ドゥイノの悲歌」における重要なモチーフのひとつであると考えられる。
また、 「愛する女たち」に見られる特徴として、男に捨てら
れながらも献身的な愛に生き、それを幸福だと捉えていることが挙げられる。富岡は「 する女たち」に「あの恋する女たち」
（11
（
という訳を充て、リルケ「マルテ 手記」にある言葉「愛
する女の献身は限りなく広がろうとする、このことが の幸福なのだ」
（11
（
を引用している。
さて、 「第一の悲歌」に描かれる「満たされた女たち」と「捨
てられた女たち の姿から 、泰子とトシ 姿が想起される。先述の通り、 作中で泰子は 〈恵まれた存在〉 として描か る。これとは対照的に、トシは〈恵ま い存在〉として描かれているが、 〈恵ま 存在〉 ある泰子よりも情熱を持ち、 を理解している 語るトシの様子は、 「ドゥイノの悲歌」 におけ 、「満たされた女たち」よりも多くの愛を持ち愛に生きた「捨てられた女たち」の姿に重な 。そして、星野に捨てられるこ
415
がわかっていながらも献身的に星野を愛し続けるトシの姿は、「捨てられた女たち」をはじめとして「ドゥイノの悲歌」全体を通して描かれる「愛する女たち」とのつながりを持つ存在であると考えられる。
さらに、次に示す「第七の悲歌」にも、 「愛する女たち」の
描写が認められる。
めざすものもなく
　
自由な世界をめがけてゆく幸福な疾走
に息をはずませてなんとしばしば
　
お前たちが恋びとを追いぬいていたこと
だろうこの世にあることはす らしい
　
おとめたちよ
　
見たとこ
ろ貧困 うちにあって沈んでいったお前たち
　
都会のみじめな裏町で
膿を病 だり
　
淪落に身をゆだねたお前たちにも
　
それは
よく分かっていたのだ
ここでは「沈んでいった」おとめたちや「淪落に身をゆだね
た」おとめたちなど、落下のイメージを持つ女たちが、 「幸福な疾走に息をはずませ」ながら恋人を追いぬく姿が描かれてい
る。富岡は、恋人を追いぬく彼女たちの姿を「相手から愛し返され ことを求めず、ひたすら愛すること。第一の悲歌注『あの恋する女たち』 （
36）参照」
（11
（
と註釈している。このことから、
彼女らも先程の「捨てられた女たち」と同じく「愛する女たち」として描かれていることがわかる。また、沈み淪落する「愛する女たち」が恋人を追いぬく行為は、彼女 ちの大きな愛を示すものであることがわか の恋人を追いぬく行為が、愛を示すものであることは、 「第一の悲歌」に描かれる「愛するたち」の註釈 富士川も指摘してい 。
（11
（
以上のことから、 「第七の悲歌」の、 沈み淪落する女たちが「幸
福な疾走に息をはずませ」ながら恋びとを追いぬく様子は 壮絶な運命を辿りながらも幸福を感じ、 直向きに恋人 愛する 「愛する女たち」の姿を描いた 。
さらに「第六の悲歌」では、この「愛する女たち」が、愛す
る者の犠牲となって谷に落 ゆく姿が描かれ 。　　
おお
　
英雄の母たちよ
　
おお
　
奔流の
　　
源泉よ
　
心の高い絶壁から
　
嘆きながら
　　
既におとめたちが
　
未来の息子の犠牲として
　　
そこに身を投げ
　
あなたがた峡谷よ
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この箇所については富岡が「 『愛の女たち』も嘆きつつ、心
の断崖から身を躍らせて、未来の息子の犠牲となったという
」（11
（
と註釈していることか 、 ここに描かれる 「おとめたち」 もまた、「愛する女たち」 であることがわかる。ここでは 「愛する女たち」が、谷に向かって突き進む「英雄」のために犠牲となって谷に落ちゆく様子が描かれている。
さて、先述の通り、この「愛する女たち」はトシにつなが
るモチーフである。トシは、自己犠牲を払い堕落しながらも、星野を愛し続けた。そして愛する星野に捨てられ一人拘置所に送られるという壮絶な運命を辿りながらも、自分は「倖せ」だと語るのだ。このトシの様子は、 「ドゥイノの悲歌」に描写される「愛する女たち」が、男に捨てられ淪落 なが も相手を愛し続けることに幸せを感じる姿と似 いる。また、トシは一方的に星野に愛を注ぐばかりで、 「だまされ 捨てら もいい」のだと、星野からの見返り 求めてい いこと わか 。その様子は、 「ドゥイノ 悲歌」における「愛する女たち」が「愛し返されること」
（11
（
を求めずに愛し続ける姿につながる描写であ
る。そして、 自己犠牲を払い する者の めに谷に落ちゆく 「する女たち」の姿も、自己犠牲を払い堕落していくような愛を「谷底に落ちてゆく」ような愛と表現しているトシの姿と重な
る描写であるといえよう。
以上のことから、泰子とトシと、 「ドゥイノの悲歌」に描か
れる女たちとには関連が認められる。（二） 「立ちのぼる幸福」と「落ちてゆく幸福」
「砂の城」には、立原道造の詩「夢みたものは
」
（11
（
の一節が繰
り返し引用されている。次に示すのは、泰子の母が、まもなく戦争に赴く恩智の家で一冊の本を手にす 場面である その本に書かれていたのが、 「夢みたものは」であった。　　
夢みたものは
　
ひとつの幸福
ねがったものは
　
ひとつの愛
（中略）その詩に眼を走らせた時、母さんは急に泣きそうになりました。 （中略）ねがっているのは、たった一つの倖せと愛。それなのに彼等は今、そのささやかな願いさえふり捨てて死の世界に行くのです。 ［生きること（二） ］ （泰子の母）
母の手紙を読み終えた泰子が、手紙に書かれていたこの詩を
思い出して自らの人生に思いを馳せるところから、泰子の物語
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が始まる。泰子は初め「幸福」や「愛」に何の疑問も抱いておらず、長崎で暮らす現状を何と無く幸せだと感じ、恋愛につても漠然としたイメージしか持たなかった。しかし、トシや西の生き方を目に て、彼女は徐々に 」とは何か、 「愛」とは何かを模索するようになるのである。この詩にある 「幸福や「愛」は、 「砂の城」全体を通して常 意識されていることから、本作の主題 読み解く重要なキーワードであると考えられる。
さて、前節ではトシが「ドゥイノの悲歌」に描かれる「愛す
る女たち」とのつながりを持つ存在であること 指摘 た。これにより、 「砂の城」に描かれる 愛」もまた 「ドゥイノの悲歌」とのつながりを持つといえよう。
そこで本節では、 もう一つのキーワード 「幸福」 に焦点を当て、
「砂の城」に描かれる泰子の幸福とトシの幸福に注目し、それらが「ドゥイノの悲歌」に描かれる「立ちのぼる幸福」と「落ちてゆく幸福」と関連していることを指摘する。
その前提として、まずは泰子が〈上昇する存在〉として描か
れていることを確認する。次に示すのは、泰子が夢の中で渓流をのぼり続ける場面である。
　　
それでもその夜、妙な夢をみた。自分とトシとがあの枯葉の舞う渓流の ばを歩いている夢である。 （中略）
　　
「ここをのぼれば、どこに行けるとね」
　　
「あのね」
　　
と泰子はトシに厳粛な顔をして答えた。
　　
「母さんに教えてもろうたと。
とてもきれか景色のみえる
場所があるって」
　　
「あんたの 、死んだとやろ？」
　　
泰子はかたくなに首をふった。 （中略）さようならと彼女はトシに言って一人で渓流をのぼり続けようとした。そこで眼がさめた。 （中略）
泰子にはそれがなぜか今後の自分
たちの人生を暗示しているように思われた。 ［美しい場所］（泰子）
「きれか景色」とは、泰子が母から教わり、自分もまた求めていくことを決意した「美しいもの」を表現していると考えられる。この場面では、 母が死んだという事実から逃れるように、
「美しいもの」を目指して渓流をのぼりつづける泰子の姿が描かれている。かつて母が求めた「美しいもの」を目指し上昇する泰子に対し、トシは渓流をのぼることがない。それは、泰子
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が目指す「美しいもの」とトシが目指すものが相反することを表していると考えられる。この夢が、 「今後の自分たちの人生を暗示 」とは、 それぞれが求める「美しいもの」が〈上〉と〈下〉に別れて存在し、対照的な道を歩んでいくことを指し示しているのではなかろうか。
また次に示すのは、泰子が巴里で恩智と邂逅した後、スチュ
ワーデスと 飛行機に乗り帰国する場面である。
その夜、八時半、泰子たちの飛行機は巴里をとびたった。東京を離陸した と同じように、ダイヤをまきちらしたような光が眼下に散らばっていた。（色々な人がいる。色々な生き方がある）彼女はその光をながめて恩智のことを考えた。水谷トシのことを考えた。
そして行方不明の西宗弘のことを考えた。
［巴里にて］ （泰子）まず、泰子がスチュワーデスという、飛行機に乗って〈上昇
する〉職業に就いていることからも、彼女が〈上昇する存在〉として描かれていることがわかる。そしてこの場面では、 〈上昇する存在〉である泰子が、眼下の「ダイヤをまきちらしたよ
うな光」に、家庭を持たず国際救癩施設に勤める恩智、愛人に身を捧げるトシ 突如行方不明となった西、三人のそれぞれの生き方 思っている。ここでは〈上昇する存在〉である泰子と〈下〉にいる三人との対比が色濃く表現されている。
作中にはこのように〈上〉と〈下〉を意識したような表現が
度々登場する。これに照らし合わせると、自己犠牲を払い堕落していくような愛を「谷底に落ちてゆく」ような愛と表現しているトシは、 〈上昇する存在〉である泰子とは対照的に、 〈落下する存在〉であるといえよう。
では、それを踏まえて、泰子とトシの幸福について見ていき
たい。まずは、 〈上昇する存在〉である泰子が〈落下す 存在〉であるトシの幸福に疑問を持つ様子を確認す 。次の引用は、星野を追って神戸に行こうとするトシを、泰子が必死に説得する場面を描いたものである。星野が何度も仕事 変えていることを聞いた泰子は、 「そういう男なら自分も決して好きになれないだろう」と感じ、次のよ に尋ねるのであ 。
その眼を前にして泰子は言いようのない不安を感じた。「ねえ、星野さんと一緒になって、幸福になれると思う」彼女は喘ぐような声でトシに訊ねた。 ［人生の決意］ （泰子）
419
泰子は、トシが星野を愛し続けた先に幸福があるとは思えず
不安を感じており、そしてその不安はトシが神戸に行ったあとも拭いきれない。次に示す二つの場面に 、神戸を訪れた泰子が、トシと星野の現状を目の当たりにする様子が描かれる。
トシのことをまるで兄か夫のようにあいつと言った彼は顔にも服装にも何となく崩れたも がある。トシは本当に幸福なのだろうか、 泰子は車の窓から外の風景を眺めながら考えた。 ［美しい場所］ （泰子）泰子はトシのく びれた顔を見ながら、その背後にある彼女の生活に思いをはせた。「トシ、変わったねえ」「そう。 そうかもしれんね。 でも不幸だとは思うとらんとよ。わたし」「じゃあ、倖せ？」 ［美しい場所］ （泰子）
定職に就かない星野とともに貧しいアパートで暮らすトシに
対して、泰子はなおも不安を抱き続ける。将来の見通しがつかない二人は結婚すること できず、曖昧な関係が続いていた。
さらに、そのように不安定な生活のさなか、星野は賭け事に金を使い込んでいたのだった。果たしてトシは幸福なのだろうかと、泰子は何度も疑問を抱くのである。
このように、泰子にはトシが追い求めている幸福が理解でき
ない。なぜなら 〈上昇する存在〉 の泰子が夢み いる幸福は 〈落下する存在〉のトシと 真逆の、 「確実で 全 」も だからである。このことは、青年山下との見合いの場面を見れば明らかである。叔父に見合いの席を設けられ 泰子は、好青年で将来性のある山 との未来に「確実で安全な人生の路」を思い、期待を膨らませ 山下 対し 「こ 人は会社でも決して失敗はしないだろう」 「いわゆる出世コースを着実に歩いていく青年にちがいない」 感じるのである。この山下 姿は、不安定な生活を送る星野とは対照的である。一方的に星野に尽し続けるトシとは反対に、 「二人で協力しあって何か やれると言うのが泰子の結婚の夢だ」と語 泰子は、山下と その夢を実現できるのではないかと期待する。このように、 〈上昇する存在〉である泰子が夢みる幸福と 〈落下する存在〉であるトシの幸福は相反するものであり、それゆえ泰子にはトシの幸福が理解できないのであ 。
しかしこのあと、トシが起こした横領事件のことを知った泰
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子の考えは一変する。次に示すのは、拘置所にいるトシを訪ねた泰 が、トシの姿に衝撃を受ける場面である。
その眼には少しも卑屈なところも悪びれたところもなかった。むしろ自分が女として
星野に尽した愛情を誇りに
思っている
というようだった。 （中略）
泰子はこの友人に
始
ママめて圧倒されたような気持でうなずいた。 ［二人の女］ （泰
子）
ここでは、星野のために自己犠牲を払い、そのような愛情を
誇りに思うトシの姿に「圧倒される」泰子の様子が描かれている。その後、泰子は渓流へと足を運び、トシの姿を思い返す。
しかし、泰子のトシにたいするコンプレックスはや り消えなかった。死ぬとわかりながら炎のなかに飛びこんでいく蛾。産卵の めに激流を逆のぼり、卵をうんだあと、力を使い果して息たえる魚。トシはそれに似ていた。そのような生き方は泰子にはとても、できなかった。（女として倖せだもん）とトシは言った。そのような女は には古い時代の女の
生き方にしかみえない。にもかかわらず、トシの生き方に圧倒されるのはなぜだろう ［二人の女］ （泰子）
自己犠牲を払ってまで愛を貫くトシの姿に、泰子は命を懸け
て行動する蛾や魚の姿を重ね合わせる。そしてこの場面でも、「確実で安全な路」を夢みたはずの泰子が、拘置所に送られてなお「倖せ」だと言うトシ にコンプレックスを抱き、 「圧倒される」様子が描かれている。ここでの、 〈上昇する存在〉である泰子が、 〈落下 存在〉であるトシの幸福に圧倒されている様子に留意しておきたい。
これまで、泰子とトシがそれぞれ〈上昇する存在〉 〈落下す
る存在〉として描かれていることを指摘し、泰子の幸福とトシの幸福が相反すること、そして最終的に〈上昇す 存在〉 ある泰子が〈落下する存在〉であ トシの幸福に圧倒されていることに注目してきた。これらの描写は ドゥイノの悲歌」とのつながりを持つと考えられ 。 次に示すのは、 「ドゥイノの悲歌」の最終篇、 「第十の悲歌」の最後である。
ただひとり
　
若者は登ってゆく
　「原苦」の山のなかへ。
その足音さえ
　
音のない運命のなかからひびいてはこな
421
い。だが
　
この限りない死者たちが
　
私たちの心に一つの比喩
を呼びさますとしたら見よ
　
彼等はたぶん指さすだろう
　
垂れさがる
　
葉の落ち
た榛の花序を。或はまた春の暗い土壌にふりそそぐ雨を……そして私たち
　
立ちのぼる幸福を思っている私たちは
ほとんど驚愕に似た
　
感動を覚えるだろう
落ちてゆく幸福の姿に
この箇
所に富士川は、 「われわれ、幸福とはつねに生のなか
から立ち昇る、華やかななにものかであるといふ思考に馴れているわれわれは、この うにわびしく、落下する幸福の姿を見て、ほとんど驚愕に似た感動にさへ襲われることを禁じ得ない」
（11
（
と註釈している。また、手塚は次のように述べて る。われわれは、幸福を、上昇、発展、飛躍、成功という面からばかり考えがちである。 ところが幸福 ほかにもあった。
死も幸福なのである。それはひっきょう、降る雨、 「垂れさがる」花序と、同じなのである。
「降りくだる」 、下降と
いうことが っとも深い意味で考えられる。
（11
（
これらの註釈をもとに「第十の悲歌」を読み解くと、ここで
は、幸福を「華やかな」もの、 「発展」 「成功」等の面からばかり考えている「私たち」が、 「落ちてゆく幸福」の姿に「驚愕に似た感動を覚える」様子が描かれていることがわかる。「ドゥイノの悲歌」で常に眼差しが向けられているのは、前節で紹介したような、 「捨てられた女たち」や淪落に身をゆだねる女たち、谷に落ちゆく おとめたち」など、 下のイメージを持つ「愛する女 ち」の姿である。この姿は 第十の悲歌に描かれる「落ちてゆく幸福 につなが ものだと考えられるが、これに対して 私たち」は幸福 「立ちのぼる ものだと捉えていることがわかる。さらに、 「第七の悲歌」には「私たちは幸福を／眼に見える
ものとして掲げようとする」という一節がある。富士川はこの箇所について「言はば社会の通貨 なっ ゐるや 『 』ばかりを追求し 、真実の、内面の幸福なぞはあまり問題にしない」
（1
（
と註釈している。この「第七の悲歌」における「私たち」
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の幸福の姿も、眼に見え、世の中に広く行き渡るようないわゆる〈一般的な幸福〉であり、 「第十の悲歌」に描かれるような、わびしい「落ちてゆく幸福」とは対極にあると考えられ 。
つまり「ドゥイノの悲歌」では、 「立ちのぼる幸福」をはじ
めとする〈一般的な 〉の姿と、 「落ちてゆく幸福」をはじめとするわびしく堕落していくような幸福の姿が、相反する二つの幸福として描かれて るのである。そして、 「ドゥイノの悲歌」は最後、 「立ちのぼる幸福」を思う「私たち」が 落ちてゆく幸福」 の姿に感動を覚えるところで締めくくられている。「ドゥイノの悲歌」に描かれるこれらの幸福の姿には、 「砂の城」における泰子とトシの幸福との関連が認められ 泰子が夢みていた幸福は、俗にいう〈一般的な幸福〉であ う。理想の幸福を実現するための結婚相手 泰子が思 浮かべ いたのは、仕事で失敗をせず ともに「確実で安全な路」を歩む山下のような人物 あった。泰子が夢みる幸福は、まさに、 「発展」 「成功」等のイメージを持つ「立ち ぼ 」であ といえよう。一方、トシの幸福は、 とえ捨てられ堕落 も、愛を貫くことにあった。彼女は、愛する人のため自己犠牲を払うことに幸福を感じているのである。このトシ 、 「愛する女たち」とのつながりを持つ「落ちてゆく幸福」 酷似し
ている。また、泰子がトシの姿に圧倒される様子と、 「立ちのぼる幸福」を思う私たち 「落ちてゆく幸福」の姿に驚愕に似た感動を覚え 様子とは、 構図が非常 よく似ている。そして、「砂の城」でも「ドゥイノの悲歌」でも、 その眼差しは常に、 〈落下する存在〉であるトシや、落下のイメージを持つ「愛す 女たち」 「落ちてゆく の方に向けられているのである。
第四章
　「砂の城」の主題
これまで「砂の城」と「ドゥイノの悲歌」との関わりを述べ
てきた。本章では、これらの関わりを踏まえた上で「砂の城」の主題を考察する。そこでまずは、本作のタイトル「砂の城」があらわすものを明らかにする。「砂の城」のモチーフは、作中にも何度か描写されている。例えば、泰子の母は手紙の中で、激化する戦争に脅かされる様子を次のように語っている　　
物憂い波が砂の城をくずすようにうつくしいと思うものはひとつひとつなくなり、うつくしいものは無視され、 つくしいものは土足にかけられるような日がはじまったので
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す。 ［生きること（一） ］ （泰子の母）
ここでは、戦争によって「美しいもの」がなくなっていく様
子が、 「砂の城」が波に崩される様子にたとえられている。したがって ここでの「砂の城」は、 もろく崩される「美しいもの」を表現していると考えられる。また、次に示すのは、トシが公金横領を犯 たことをラジオのニュースで知った泰子が 神戸に行く前のトシの様子を思い出す場面である。
「わたし、幸福になるよ。泰子も倖せになってね」とその時、彼女は言ったのだ。幸福という遠い城。それが砂の城のように今、もろく崩れた ［二人の女］ （泰子）
ここに描かれる「砂の城」には、トシが求めた「幸福」が投
影されている。これら二つの本文引用から、 「砂の城」には、もろく崩される「美しいもの」や「幸福」という意味が内包されていることがわかる。
第二章にて、遠藤が三島由紀夫の自刃に対して「美学に殉じ
た」行動だと語ったことを取り上げたが、 作中のトシや西には、まさに「美しいもの」を求めてその身を滅ぼした、 「美学に殉
じた」姿が認められよう。世間からは犯罪者として認知されていた一九七〇年代の若者たちが求め形作ろうとしたものは、もろく崩されようとも、 彼らなりの「美しいもの」であり、 「幸福」だったのだというこ 「砂の城」というタイトルには込められており、これは本作の主題のひとつでもあるだろう。
このように、本作で目が向けられているのは、もろく崩され
る「美しいもの」 「幸福」を形作ろうとしていた若者たちの姿であ 。しかし、ここで考えなくてはならないことは、本作はトシや西を描きだすだけでなく、あえ 彼らを見つめる存在である泰子が描かれている点である。泰子の存在は この作品にどのような意味を与え のだ うか。本作の冒頭から末尾にかけて、泰子の認識の変化が描き出されていることに注目して考察する。次に示すのは、西とと に英語劇に参加してから一年、再び英語劇に誘われた泰子が、一年前のことを思い返す場面である。　　
トシは星野を追って神戸に行き、西宗弘はどこでなにをしているのかわからない。 （中略）白い砂浜で三人、
ねころ
びながら、すき通る海を眺め、波うちぎわで砂の城を作って遊んだ思 出はまだはっきり憶えている。
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懸命に作った砂の城は波ですぐ崩される。トシと西とは
それでもその砂の城を作りつづけている。無駄だわ。そげんことして 、と泰子は笑いながら言ったのだ。 ［人生の決意］ （泰子）
ここでは泰子が、トシと西が「砂の城」を作り続けていた様
子を思い返す場面が描かれている。懸命に作った「砂の城」はすぐに崩されるが、それでもトシと西は「砂の城」を作り続けようとしていた。泰子は の様子を見て、そんなことをしても無駄だと笑ったのであ 。この描写から、もろく崩される「美しいもの」や「幸福」を形作ろうとすることを無駄だと考えている泰子の様子が確認できる。
泰子は、母が求めた「美しいもの」や「幸福」を、そのまま
自分にとっての「美しいもの」や「幸福」として掲げていた。それは、第三章で引用した、泰子が夢の中で渓流を上昇する場面からもわかる。母の死から目を背ける彼女が目指し上昇する先には、 〈母から教え もらっ 美しいもの〉があった。また、渓流は母の手紙のな で「戦争の翳」や「死の匂 」のない静かで美しい場所として描かれ おり、泰 の母が求め 「美しいもの」が具現化した場所であると考えられる。つまり、一
切の穢れがない純粋空間、静かで安全な場所、それこそが泰子の母や泰子が求める「美しいもの」なのだ。穢れのない清潔な、いわゆる〈一般的な美〉 、 〈一般的な幸福〉である。 に対して、 〈落下する存在〉であるトシや 〈下〉にいる西や恩智が求める〈美しいもの〉や〈幸福〉は 世間からは忌み嫌われるようなものであった。トシ 西に至っては犯罪に手を染めてのだから、彼らが求めるも は泰子には到底受け入れられるものではなく、 ちろん世間が彼らを許容す こともない。トシや西が、 いずれ世 中から淘汰される「美しいもの」や「幸福を求めること 、泰子にとっては無駄なことでしかなかった。
しかし、星野に捨てられ拘置所に送られてなお、自分は「倖
せ」だと言い張 トシの姿や、命を懸けて理想を形作ろうとした西の姿を目にして、泰子 見方は変化して く。次に示すのは、泰子が拘置所でトシ 姿に「圧倒」された後、渓流に足を運ぶ場面である。そこ 泰子は、 「美しい 」と 何であかを自問する。
（母さん、でも、何が美しく、何が善いことなのかしら）トシの生き方が美しく、善いとしたら、私は一体、どうたらいい だろう。トシの生き方がみにくく、間違ってい
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るとすれば、私はなぜ、自分にうしろめたさを感じるのだろう。 （中略）（ここはあまりに静かだわ。静かすぎる。でも、
わたした
ちの人生って、こんな静かな場所じゃないんだもの）母や恩智勝之が求めたものは結局、そのよごれた人生からの逃避であり、慰めだけの場所では かったかと泰子は不意に思った。 ［二人の女］ 泰子
泰子は、自己犠牲を払ってまで星野を愛し抜いた挙句、その
身を滅ぼしながらも自らの生き方に誇りを持つトシの様子を目の当たりにし、母や恩智が求めた「美しいもの」は穢れからの逃避に過ぎないのではないかと思い始める。自らも、母や恩智が求めた「美しいも 」と同じ のを追い求めてきた泰子 、求めるべきものを見失 、 「どうした のだろう」と迷う。ここでは、トシが求めたものに「美しいもの」と「幸福」の姿を認めつつあ 泰子の姿が描かれている。
その後、泰子は、西が理想を追い求めた挙句殺される場面を
目撃し、その衝撃により倒れる。次に示すの 、病室で目覚めた泰子が、西やトシのことを思い浮かべる場面 ある。
（何を求めて、生きたのだろう）美しいものと善いものと。母はそう書いていた。だがトシの求めたものはそうだったろうか。西宗弘の求め ものはそうだったろうか。 ［赤い血］ （泰子）
ここでは再び「美しいもの」とは何かを自問する泰子の姿が
描かれる。トシの求めたものや、 西の求めたものは果たして 「美しいもの」だったのか、その問いの答えとも言うべき箇所が、次に示す引用にある。病室に訪ねて来た恩智とともに国際救癩施設へと向かった泰子は、 つて華々しい活躍をした人々が 「美しいもの」を求めて施設で働いていることを知る。そして恩智から「美しいものと善いものに絶望しないでください」 告げられるのだ。
今は彼を憎んだり、恨んだりする気持ちは消えていた。西には西なりの懸命な生き方があったのである。水谷トシにも水谷トシの必死な生き方があったように。青春という浜辺で一人、一人が砂 城を築こうとする。押し寄せ 波がその城を砕き 流していく。西には西のつくろ とした城があり、トシにはトシのつくろうとした城があった。 ［赤
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い血］ （泰子）
ここでは、トシや西が、彼らなりの「美しいもの」や「幸福」
を形作ろうと懸命に生きたことに思い至る泰子の姿が描かれている。西やトシが求め形作ろうとしたものは、押し寄せる波にもろく崩される「砂の城」のように儚いものであった。しかし、それは彼らにとっては 「美しいもの」 や 「幸福」 だ である。身を滅ぼしながらも必死にそ 「美しいもの」や「幸福」を追い求めた彼らの生き方を、泰子は認めるようになるのだ。
つまり、 〈上昇する存在〉である泰子は、 〈落下する存在〉の
トシや〈下〉にいる西や恩智の姿を目にし、華やかで広く世間に浸透している「美しい の」や「幸福」の姿だけが美しく幸せであるわけではないことに思い至 この泰子の認識の変化こそが、 「砂の城」に描かれ もう一つ 主題である。それは、「ドゥイノの悲歌」 に通底している 「立ちのぼる幸福」 を思う 「私たち」と「落ちてゆく幸福 との対比、そ て結末の「立ちのぼる幸福 を思う「私たち」が「落ちてゆく幸福」の姿に感動を覚え 様子とのつながりを持つ。
おわりに本稿では、 「ドゥイノの悲歌」との関わりを中心に「砂の城」
を分析した。比較検討の結果、この二作品における描写には関連が認められ これに加え、今日まであまり論じられなかった遠藤の「ドゥイノの悲歌」受容の様相や、作品成立の背景を踏まえ、 「砂の城」の主題を考察した。
学生時代に「ドゥイノの悲歌」と出会った遠藤は、長年、自
身のなかで「ドゥイノ 悲歌」を重要なものとして位置付けており、その影響は遠藤の作品形成にまで及んでいた。 「ドゥイノの悲歌」 に描かれる 〈自己犠牲の美しさ〉 心打たれた遠藤は、それから約三〇年後、一九七〇年代 若者 ちの姿 再び〈自己犠牲の美しさ〉を見出したのであろう。こ ことは、三島由紀夫の自刃を「美学」と表現 遠 姿からも推察 きる。
そして、 本作のタイトル「砂の城」には、 もろく崩される「美
しいもの」や「幸福」という意味が込められている。遠藤は、三島を含めた七〇年代の若者たちが彼らなりの「美しいも 」や 「幸福」 を懸命に求めた生き様を トシや西 姿に投影させた。そして、その人物像に「ドゥイノの悲歌」に描かれるモチーフとのつながりを持たせることで、七〇年代を生きた若者 ちの
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〈自己犠牲の美しさ〉を「砂の城」に描き出したと考えられる。
本稿では、 「砂の城」 の主題を二つ掲げた。 第一に、 西やトシが、
彼らなりの「美しいもの」や「幸福」を求め必死に生きた姿である。その生き方を貫くために、彼らは犯罪に手を染め、世間からは忌み嫌われるような運命を辿った。しかし、世間がどのように非難しようとも、彼らが自己 犠牲にしてまで求めたものは、彼らにとっては「美しいもの」であり 「幸福」だったのである。そして第二に、泰子の認識 変化である。 「確実安全な」幸福を夢み いた泰子は、トシや西が己の身を滅ぼしてまで理想を追う姿に圧倒され、彼らが形作ろうとしたものもまた「美しいもの」や「幸福」であったことを認めるよう なる。そし この二つ 主題は、 「ドゥイノ 悲歌」に描かれる「落ちてゆく幸福」の姿および、 「落ちてゆく幸福」に驚愕に似た感動を覚える、 「立ち ぼる幸福」を思う「私たち」 姿と重ねられよう。注（
1）　「白い人」 （ 『近代文学』一九五五年五月、六月）
　　
なお、この作品により、第三三回芥川賞を受賞。
（
2）　『沈黙』 （新潮社）一九六六年三月
（
3）　「解説」武田友寿（ 『砂の城』新潮社
　
一九七九年一二月）
（
4）　『砂の城』 （新潮社）一九七九年一二月
（
5）　
主婦の友社発行の女性向け月刊誌。一九一七年に創刊
し、 「結婚したら主婦の友」をキャッチフレーズに売り出された。また、 「砂の城」連載当時の一九七〇年代には特に人気を博し、 婦人四誌」 といわれる雑誌群の一つに挙げられた。二〇〇八年より休刊。
（
6）　『遠藤周作文学全集』全一五巻（新潮社）
（
7）　「遠藤周作『砂の城』 『深い河』重箱帖 青柳達雄 関
東学園大学紀要
 L
iberal A
rts 第一〇集』二〇〇一年七月）
（
8）　「ポストコロニアル的視座より見た遠藤周作文学の研
究
： 村松剛・辻邦生
 との比較において明らかにされた、異
文化受容と対決の諸相」神谷光信
　
二〇一七年九月
（
9）　「遠藤周作『砂の城』論―自叙伝としての読解―」佐藤
まどか（ 『遠藤周作研究
　
第十二号』二〇一九年八月）
（
10）　
注
3に同じ。
（
11）　
注
8に同じ。
（
12）　
注
8に同じ。
（
13）　
引用した章のタイトルを ［］ 内に記載した。 また、 「砂の城」
には、泰子を視点人物とする場面と、手紙のなかで泰子の母
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が一人称で語る場面、そしてトシを視点人物とする場面および一人称で語られ が存在する。したがって各本文引用には、それがどの登場人物の場面にあたるかわかりやすいよう（）内に人物名を記載している。
（
14）　
各篇のタイトルについては、管見の限り、富士川（註
23）のものをはじめとする「ドゥイノの悲歌」の和訳書のほ
とんどがこの名称を用いているため、本稿でもこれに倣う。
（
15）　「ブリタニカ国際大百科事典」 （
https://kotobank.jp/w
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%
8C
-103100 ）二〇一九年一一
月閲覧
（
16）　「神々と神と」 『四季』一九四七年一二月
　　
なお、この「神々と神と」は、一九四七年に発表されたも
のと、これを全面改稿し一九五四年七月に発表されたものの二つが存在するが、本稿では前者のみ引用する。
（
17）　『生きる哲学』 （文春新書）若松英輔
　
二〇一四年一一月
（
18）　
一九七〇年一一月二五日、東京・新宿区市谷本村町の陸
上自衛隊東部方面総監部に三島由紀夫ら楯の会の会員五人らが訪れ、自衛隊員への演説をしたのち総監室に戻り割腹自殺した事件。なお、事件の名称は論者によるもの。
（
19）　「朝日新聞」 （夕刊）一九七〇年一一月
（
20）　「 『遠藤ゼミ』の思い出
　『遠藤ゼミ』で学んだ忘れ得
ぬ四十年前の日々」玉置晶子（ 『周作クラブ会報第
36号』
二〇〇九年八月）
（
21）　「堀辰雄覚書」 （注
26）より抜粋。遠藤は堀辰雄「風立ち
ぬ」を論じるなかでこ 言葉を取り上げ、詩は死を視ることだと語っている。
（
22）　『読売新聞』 （夕刊）一九六八年二月
（
23）　『世界詩人全集
13　
リルケ詩集』 （新潮社）富士川英郎訳
　
一九六八年二月
（
24）　
次の二つを参照。
　
①
 『町田市民文学館蔵
　
遠藤周作蔵書目録（洋書篇）――光
の序曲』 （精興社）
　　
町田市民文学館ことばらんど
　
二〇〇七年九月
　
②『町田市民文学館蔵
　
遠藤周作蔵書目録（和書篇） 』
（
http://w
w
w
.city.m
achida.tokyo.jp/bunka/bunka_geijutsu/
cu
l/cu
l08L
iteratu
re/m
ach
id
ay
u
k
arin
osak
k
atash
i.files/
endow
asyo.pdf ）二〇一九年一一月閲覧
　　
なお、二〇一九年一一月現在、この『町田市民文学館蔵
　
遠藤周作蔵書目録（和書篇） 』では富士川英郎訳の『リルケ
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詩集』 （注
25）の発行日が「一九五三年二月」と誤記されて
いるが、正しくは「一九六三年二月」である。 （町田市民文学館には確認済み。 ）
（
25）　『リルケ詩集』 （新潮社）富士川英郎訳
　
一九六三年二月
（
26）　「堀辰雄覚書」 『高原』一九四八年
　
三、 七、 一〇月
（
27）　『ドゥイノの悲歌』 （岩波書店）手塚富雄訳
　
一九五七年
一二月
（
28）　「リルケの『ドゥイノの悲歌』 （
1）―一つの註釈―」富
士川英郎（ 『高原』鳳文書林
　
一九四九年一月）
（
29）　
注
26に同じ。
（
30）　
注
25に同じ。
（
31）　『新訳リルケ詩集』 （郁文堂）富岡近雄訳
　
二〇〇三年六月
（
32）　
注
31に同じ。
（
33）　
注
31に同じ。
（
34）　
注
31に同じ。
（
35）　
注
25に同じ。注
30の引用から。
（
36）　
注
31に同じ。
（
37）　
注
31に同じ。注
34の引用から。
（
38）　
未完に終わった連作「優しき歌」を締めくくる詩。
一九三八年九、 一〇月ごろに書かれたものと推定されている。
なお、この詩の原文には題名がないため、仮題として『立原道造全集』 （筑摩書房）にある「夢みたものは」を採択した。
（
39）　「リルケ『ドゥイノの悲歌』註釈―『第十の悲歌』―」
富士川英郎（ 『詩学』岩谷 店
　
一九五〇年九月）
（
40）　
注
27に同じ。
（
41）　「リルケ『ドゥイノの悲歌』註釈―『第七の悲歌』―」
富士川英郎（ 『詩学』岩谷書店
　
一九五〇年六月）
＊その他参考文献・ 『立原道造全集』 （筑摩書房）二〇〇七年一二月・ 『
1968 （上）若者たちの叛乱とその背景』 （新曜社）小熊英二
　
二〇〇九年七月
・ 『
1968 （下）叛乱の終焉とその遺産』 （新曜社）小熊英二
　
二〇〇九年七月
 
（いたの
　
かえで／本学大学院修了生）
